
【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

11,111

11,247

11,091

11,209

令和２年度決算額（千円）

11,209

11,091

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

10,930 10,989

収入内訳

計（D）=B+C

11,247

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

地域で交通安全啓発活動に取組む各地区交通安全協会に対し、運営費の一部を補助する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

岐阜地区交通安全協会補助金

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 団体事業補助金

各地区交通安全協会に

実施期間

岐阜地区交通安全協会各支部による、地域の実情に合わせた交通安全啓発

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

団体事業補助金を

45,000円×支部数＋世帯数×48円

令和２年度
（実施内容） 各地区交通安全協会（3地区2支部）に対し補助を行った

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

昭和５２ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体 岐阜地区交通安全協会各支部

0

983317 10

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

11,111

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

3

11,111

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

102

10,930 10,989

_

補助金

001番号

交通安全活動推進団体補助金交付要綱

10,930 10,989

令和２年度決算額（千円）

317正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

9810210

0

33



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 交通安全協会支部 地区交通安全協会 地区交通安全協会

受益者数 53 3地区1支部 3地区2支部

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 212,208 #VALUE! #VALUE!

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 補助金額 単位 千円

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 10,930 10,989 11,111

実績値 10,930 10,989 11,111

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 交通事故死傷者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 2,000 2,000 2,000

実績値 1,516 1,482 1,033

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 市内各地区の交通安全に資する団体への補助である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

令和元年度より、補助金の交付先を、支部を所管する各地区の
交通安全協会への交付に切り替える（一部を除く）ことで、事務
の効率化を図ることができている。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

地域に根ざした交通安全団体への補助であり、市から補助する
ことが妥当である。

交通安全協会の各支部は収入がほぼ「各地区交通安全協会か
らの補助金」「自治会連合会からの補助金」「市補助金」のみで
あるため、継続的な補助が必要である。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

令和元年度より、53の各交通安全協会支部へ補助から、柳津
町地区を除いた各支部について、各地区の交通安全協会を経
由する交付方法に変更し、事務の効率化を図ることができた。

交通安全協会各支部を市全域で統括する組織がないため、補
助金交付上、これ以上広域的に交付するのは難しい。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
交通事故自体は減少傾向にあり、地域に根ざした各啓発活動
が有効である。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

834

1,056

1,080

1,200

令和２年度決算額（千円）

1,200

1,080

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

698 698

収入内訳

計（D）=B+C

1,056

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

交通安全に関する研修会、高齢者世帯訪問、街頭指導等を実施している岐阜市交通安全女性
連絡協議会に対し助成する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

岐阜市交通安全女性連絡協議会補助金

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 団体事業補助金

岐阜市交通安全女性連絡協議会に

実施期間

岐阜市交通安全女性各地区による、地域の実情に合わせた交通安全啓発

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

団体事業補助金を

150,000円＋地区数×7,000円＋委嘱人数×350円

令和２年度
（実施内容） 岐阜市交通安全女性連絡協議会に対し補助を行った。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

昭和４３ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体 岐阜市交通安全女性連絡協議会

4 41

36614358 14

442

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

834

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

14

834

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

382

698 698

_

補助金

002番号

交通安全活動推進団体補助金交付要綱

698 698

令和２年度決算額（千円）

317正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

325

4

34010

41

1010



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 岐阜市交通安全女性 岐阜市交通安全女性 岐阜市交通安全女性

受益者数 524 518 513

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 2,016 2,084 2,340

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 補助金額 単位 千円

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 708 708 859

実績値 698 698 834

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 交通事故死傷者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 2,000 2,000 2,000

実績値 1,516 1,482 1,033

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 市内の全地区で幅広く活動する団体への補助である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

地域の交通安全活動に寄与しており、妥当である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

地域に根ざした交通安全団体への補助であり、市から補助する
ことが妥当である。

岐阜市交通安全女性連絡協議会の収入は、市補助金のみであ
るため、市の補助金が必要である。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

交通安全協会の活動と重複している地域や内容がある。

岐阜市交通安全女性の今後のあり方を含め、検討していかなけ
ればならない段階である。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
交通事故自体は減少傾向にあり、地域に根ざした各啓発活動
が有効である。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

令和２年度決算額（千円）

159正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

1631705

0

55

事業評価シート 0840025

0

5

270

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

170

270 270

_

補助金

003番号

岐阜地区暴力団排除連絡協議会補助金交付要綱

270 270

0

1635159 5

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

270

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成７ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体 岐阜地区暴力団排除連絡協議会

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

団体事業補助金

270,000円

令和２年度
（実施内容）

暴力団員等によるみかじめ料要求事案の予防、排除及び阻止などの活動を実施する団体への
補助金交付。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

暴力団等によるみかじめ料要求事案の予防、排除及び阻止などの活動に対して補助する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

岐阜地区暴力団排除連絡協議会補助金

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 団体事業補助金

岐阜地区暴力団排除連絡協議会

実施期間

暴力団、暴力団関係者及び暴力的行動をとる者からの、みかじめ料の要求事案を予防、排除及
び阻止することにより、不当な要求等を容認しない社会的基盤を確立し、もって暴力団の資金源
の枯渇化を図る。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

270 270

収入内訳

計（D）=B+C

429

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

270

429

440

433

令和２年度決算額（千円）

433

440

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

中 市全体での暴力団排除の機運を高める団体への支援である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

暴力団排除には市全体での機運を高めていくことが重要であ
り、今後も、活動ができる団体への補助が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

暴力団のない社会は市民みんなが望むものであり、地域に根ざ
した活動団体への支援は市が行うことが妥当である。

岐阜市暴力団排除条例において、市の責務として暴力団の排
除のための活動に取り組む団体との連携及び協力を図りなが
ら、暴力団の排除に関する施策を総合的に推進することとされ
ているため、事業を市が担う必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

地域に根ざした団体への支援であり、妥当である。

暴力団員等によるみかじめ料要求事案の予防、排除及び阻止
などの活動を実施するには、専門的なノウハウが必要とされる
ため、岐阜地区暴力団排除連絡協議会に補助することが効率
的である。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
駅周辺をはじめ、新たな暴力団排除の機運の高まりも見られ、
有効である。

目標値 300 300 300

実績値 331 365 360

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 暴力団検挙件数（県内） 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 270 270 270

実績値 270 270 270

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 428,500 440,000 432,500

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 補助金額 単位 千円

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 支援団体 支援団体 支援団体

受益者数 1 1 1



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

6,000

6,190

6,204

6,195

令和２年度決算額（千円）

6,195

6,204

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

6,000 6,000

収入内訳

計（D）=B+C

6,190

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

市全域を対象とし、防犯意識の高揚を図り、自主的な地域安全活動の普及、青少年の健全な育
成活動、悪質商法の被害防止対策活動などに対して補助する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

岐阜市防犯協会補助金

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 団体事業補助金

岐阜市防犯協会

実施期間

地域及び職域における防犯意識の高揚と自主的な地域安全活動の普及並びに青少年の健全
育成を図り、もって安全で住みよい岐阜市の建設に寄与する。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

団体事業補助金

6,000,000円

令和２年度
（実施内容）

地域及び職域における防犯意識の高揚と自主的な地域安全活動の普及並びに青少年の健全
育成を目的とする協会への補助金交付。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成９ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体 岐阜市防犯協会

0

1956190 6

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

6,000

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

6

6,000

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

204

6,000 6,000

_

補助金

004番号

岐阜市防犯協会運営補助金交付要綱

6,000 6,000

令和２年度決算額（千円）

190正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

1952046

0

66



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 支援団体 支援団体 支援団体

受益者数 1 1 1

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 6,190,200 6,204,000 6,195,000

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 補助金額 単位 千円

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 6,000 6,000 6,000

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 幅広く、市全体の安全活動に資する団体への補助である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

地域の安全のためには公的機関のみならず、地域の団体ととも
に継続的な啓発活動が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

犯罪のない、安全安心な社会は市民が望むものであり、地域に
根ざした団体の支援を市が行うものである。

岐阜市くらしの安全条例において、市は市民の安全を推進する
ために必要な施策を策定し、実施する責務を有するとされてい
るため、事業を市が担う必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

地域に根ざした民間・団体の活動を警察と連携して市が支援す
るものである。

犯罪被害防止対策活動には、専門的な知識を必要とするため、
専門的なノウハウを有している岐阜市防犯協会に対し補助する
ことが効率的である。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
刑法犯の認知件数は減少傾向にあり、地域での啓発活動等の
効果がみられる。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

令和２年度決算額（千円）

0正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

00

0

事業評価シート 0840025

0

0

406

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

0

406 406

_

負担金

005番号

犯罪被害者等基本法・犯罪被害者等基本計画

406 406

0

000 0

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

406

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成２５ 年度年度～

その他 補助の種類※ 実施主体 ぎふ犯罪被害者支援センター

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

負担金

406,000円

令和２年度
（実施内容） 団体の活動支援を通じて、犯罪被害者保護活動の支援を行うため、負担金406,000円を支出

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

「ぎふ犯罪被害者支援センター」に負担金を支出する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

ぎふ犯罪被害者支援センター負担金

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 加入団体負担金

公益社団法人　ぎふ犯罪被害者支援センター

実施期間

団体の活動支援を通じて、犯罪被害者保護活動の支援を行う。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

406 406

収入内訳

計（D）=B+C

406

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

406

406

406

406

令和２年度決算額（千円）

406

406

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高
犯罪被害にいつ誰があうか分からない中、全ての被害者を側面
的に支える団体への支援である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

犯罪被害者支援の機運は全国的に高まっており、継続して、団
体と連携した活動が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

県及び県内市町村を含め、活動を支援している。

岐阜市犯罪被害者等支援条例において、市の責務として犯罪
被害者等の支援のための施策を実施しなければならないとされ
ており、事業を市が担う必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

犯罪被害者支援という専門性を求められる分野において、知
識、ノウハウ等を有している団体への支援である。

犯罪被害者支援という専門性を求められる分野において、専門
的なノウハウを有しているのは、ぎふ犯罪被害者支援センター
のみである。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
犯罪被害者への支援を有効に行える団体であり、多くの被害者
の相談、カウンセリング等の対応をとってもらえている。

目標値 0 0 0

実績値 545 682 1,610

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ×（未達成） ×（未達成） ×（未達成）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 相談受理件数（県内） 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 406 406 406

実績値 406 406 406

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 負担金額 単位 千円

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者

受益者数



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

459

627

637

622

令和２年度決算額（千円）

622

637

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

468 467

収入内訳

計（D）=B+C

627

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

岐阜羽島警察所管内を対象とし、防犯意識の高揚と自主的な地域安全活動の普及、青少年の
健全な育成活動、悪質商法の被害防止対策活動などを行う「岐阜羽島地区防犯協会連合会」に
負担金を支出する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

岐阜羽島地区防犯協会連合会負担金

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 加入団体負担金

岐阜羽島地区防犯協会連合会

実施期間

地域及び職域における防犯意識の高揚と自主的な地域安全活動の普及並びに少年の健全育
成を図り安全で住みよいまちづくりに寄与する。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

負担金

人口1人あたり35円

令和２年度
（実施内容）

地域及び職域における防犯意識の高揚と自主的な地域安全活動の普及並びに少年の健全育
成を目的とする連合会への負担金交付。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成９ 年度年度～

その他 補助の種類※ 実施主体 岐阜羽島地区防犯協会連合会

0

1635159 5

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

459

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

5

459

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

170

468 467

_

負担金

006番号

岐阜羽島地区防犯協会連合会規約

468 467

令和２年度決算額（千円）

159正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

1631705

0

55



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 支援団体 支援団体 支援団体

受益者数 1 1 1

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 626,500 637,000 621,500

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 補助金額 単位 千円

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 468 467 470

実績値 468 467 459

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 柳津町内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 330 330 330

実績値 192 184 140

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高
広く、地域の安全活動に資する団体への負担金であり、妥当で
ある。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

地域の安全のためには公的機関のみならず、地域の団体ととも
に継続的な啓発活動が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

地域に根ざした団体への負担金であり、近隣の市町と連携した
負担となっている。

岐阜市くらしの安全条例において、市は市民の安全を推進する
ために必要な施策を策定し、実施する責務を有するとされてい
るため、事業を市が担う必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

近隣市町と警察との連携した活動であり、広域的に実施するた
めのものである。

犯罪被害防止対策活動には、専門的な知識を必要とするため、
専門的なノウハウを有している岐阜羽島地区防犯協会連合会
に対し負担金を支出することが効率的である。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
刑法犯認知件数は減少傾向にあり、地域の安全活動に寄与し
ている。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

令和２年度決算額（千円）

0正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

195204

0

66

事業評価シート 0840025

0

6

500

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

204

500

_

負担金

007番号

500

0

19560 0

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

500

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

令和元 年度年度～

その他 補助の種類※ 実施主体 岐阜県暴力追放推進センター

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

負担金

2万円×25口＝５００，０００円

令和２年度
（実施内容）

暴排意識の高揚を図るための広報啓発、暴力団の絡む困りごと相談などの活動への負担金、
500,000円を支出。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

民間活動における暴力団追放運動の推進母体として行う暴力団排除活動を側面的に支援す
る。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

岐阜県暴力追放推進センター負担金

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 加入団体負担金

岐阜県暴力追放推進センター

実施期間

暴力団排除については、行政機関のみならず、民間や地域での活動が欠かせず、その推進母
体となる同団体の活動に対して、賛助会員として協力していく。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

0 500

収入内訳

計（D）=B+C

0

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

500

0

704

695

令和２年度決算額（千円）

695

704

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 広く、市民全体の安全につながる活動への支援である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

市の中心市街地にはまだ、暴力団事務所も存在しており、継続
して、暴力団排除活動が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

県および県内他市等とともに支援している団体であり、岐阜市
内の暴力団事務所を監視する活動への支援である。

岐阜市暴力団排除条例において、市の責務として暴力団の排
除のための活動に取り組む団体との連携及び協力を図りなが
ら、暴力団の排除に関する施策を総合的に推進することとされ
ているため、事業を市が担う必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

直接的に暴力団事務所の活動阻止につながる支援であり、有
効である。

暴排意識の高揚を図るための広報啓発、暴力団の絡む困りごと
相談などの活動には、専門的なノウハウが必要とされるため、
岐阜県暴力追放推進センターに負担金を支出することが効率
的である。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高 暴力団の不法行為を未然に防いだ実績もあり、有効である。

目標値 300 300

実績値 365 360

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 暴力団検挙件数（県内） 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 500 500

実績値 500 500

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） #DIV/0! 704,000 695,000

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 負担金額 単位 千円

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） #DIV/0! 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 支援団体 支援団体

受益者数 1 1



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

令和２年度決算額（千円）

0正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

195204

0

66

事業評価シート 0840025

0

6

500

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

204

500

_

負担金

008番号

500

0

19560 0

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

500

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

令和元 年度年度～

その他 補助の種類※ 実施主体 岐阜県防犯協会

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

負担金

1万円×50口＝500,000円

令和２年度
（実施内容）

自転車・原付の防犯登録、地域安全運動、子どもの安全を守る活動の展開（子ども110番）等の
活動を行う防犯協会への負担金、500,000円を支出。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

民間にける防犯活動推進母体として行う各種活動を側面的に支援する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

岐阜県防犯協会負担金

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 加入団体負担金

岐阜県防犯協会

実施期間

防犯に関する意識高揚を図るため、各種団体との連携を密にし、犯罪のない安全で安心な住み
よい社会に寄与する団体に対し、賛助会員として協力していく。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

0 500

収入内訳

計（D）=B+C

0

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

500

0

704

695

令和２年度決算額（千円）

695

704

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 広く、市民全体の安全につながる活動への支援である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

地域の安全のためには公的機関のみならず、地域の団体ととも
に継続的な啓発発動が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

県および県内他市等とともに支援している団体であり、岐阜市
内の防犯活動への支援である。

岐阜市くらしの安全条例において、市は市民の安全を推進する
ために必要な施策を策定し、実施する責務を有するとされてい
るため、事業を市が担う必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

地域に根ざした民間の団体であり、警察と連携した活動を市が
支援するものである。

自転車・原付の防犯登録、地域安全運動、子どもの安全を守る
活動の展開（子ども110番）等の活動を実施するには、防犯対策
について専門的な知識を有している岐阜県防犯協会に負担金
を支給する方法が効率的である。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
刑法の認知件数は、減少傾向にあり、地域での啓発活動等の
効果がみられる。

目標値 6,000 6,000

実績値 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 500 500

実績値 500 500

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） #DIV/0! 704,000 695,000

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 負担金額 単位 千円

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） #DIV/0! 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 支援団体 支援団体

受益者数 1 1



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

717

6,086

6,078

5,723

令和２年度決算額（千円）

5,723

6,078

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

1,080 1,024

収入内訳

計（D）=B+C

6,086

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

各園における交通安全教室、ぞうさんクラブリーダー研修会の開催
ぞうさんワッペン等の配布

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

幼児交通安全クラブ育成事業

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

加入クラブの幼児と保護者に

実施期間

幼児の交通事故防止

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

交通安全教育・指導・啓発を

交通安全教室：年2回（事業所により異なる場合あり）、研修会：年2回

令和２年度
（実施内容） 交通指導員により87の幼児交通安全クラブに対し交通安全教育指導や研修を行った。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

昭和４６ 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

486 5,006

5,0064865,006 486

4865,054

00124

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

717

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

486

717

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

5,054

1,080 1,024

_

ぞうさんワッペン

009番号

岐阜市交通安全計画

0

857 214

令和２年度決算額（千円）

0正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

0
令和元年度決算額（千円）

会場使用料

印刷製本

令和元年度決算額（千円）

0

0

486

0

5,006

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円） 0 0 0

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 幼児と保護者 幼児と保護者 幼児と保護者

受益者数 20,394 20,448 20,332

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 298 297 281

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 参加幼稚園・保育所等 単位 事業所

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 85 86 87

実績値 85 66 27

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 幼児の交通事故死傷者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 0 0 0

実績値 24 32 22

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ×（未達成） ×（未達成） ×（未達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 市内の幅広い幼稚園、保育所等への働きかけを行っている。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

今後も、各所・園への活動指導、交通安全指導に注力する必要
がある。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

交通事故防止のため、幼少期から基本的な交通ルール等に関
する教育は必要。

警察等と連携して、身近な自治体である市が行うものである。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

児童に直接、指導をすることは、児童一人ひとりの交通安全意
識の啓発に効果的である

近年参加者数が低迷していたぞうさんクラブ運動会を廃止し、そ
の代わりに幼児やその保護者への指導の機会を増やすことが
でき、効率的な指導につながった。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
近年、幼児の交通死亡事故は発生しておらず、幼児交通安全に
は一定の効果がある。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

令和２年度決算額（千円）

4,121正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

0
令和元年度決算額（千円）

会場使用料

啓発看板作成

令和元年度決算額（千円）

0

4,225

60

4,420130

618

130130

事業評価シート 0840025

0

190

0

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

5,044

1,406 1,487

_

四季チラシ配布

010番号

岐阜市交通安全計画

0

195 327

60 618

4,8431904,739 190

60624

06462

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

206

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

昭和４６ 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

各種啓発イベント、チラシの配布

上記啓発イベントを年間40～50回（数字は例年。令和2年度は新型コロナウイルスの影響により
大幅減）

令和２年度
（実施内容） 関係団体・機関と連携しながら、より効果的な時期・場所・方法で啓発した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

岐阜市交通安全推進協議会、交通安全岐阜市民大会・交通安全功労者表彰、交通安全作品
展、道三まつり交通安全啓発ブース、信長まつり交通安全パレード等の開催
四季の交通安全運動における啓発、リーフレットの配布

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

交通安全運動

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

市民

実施期間

市民の交通安全意識の高揚
岐阜市交通安全推進目標の達成

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

1,406 1,487

収入内訳

計（D）=B+C

6,145

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

206

6,145

6,531

5,049

令和２年度決算額（千円）

5,049

6,531

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 幅広く市民全体に交通安全の啓発を行うものである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

改善
(統
合・
縮小
含
む。)

交通安全啓発活動は、市民の交通安全意識高揚の根幹をなす
ものであり、今後も継続的に啓発活動を行う必要がある。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

市民の安全安心のため、地域に密着して、関係機関や市民と連
携した活動であり、市が実施するべきものである。

交通安全計画の策定が義務あるなど、自治体が交通安全の意
識高揚を図る意義は大きく、その必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

市民、各団体と市や各行政機関が連携して行うものである。

各団体と連携し、市全域できめ細かな活動を行なうには、市が
直接行う必要がある。（民間委託などは不適当である）

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中
幅広い啓発により、交通事故の件数、死傷者数は減少傾向に
あり、効果が出ている。

目標値 2,000 2,000 2,000

実績値 1,516 1,482 1,033

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 交通事故死傷者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 50 50 50

実績値 76 58 47

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 各種イベント回数 単位 回

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 市民全体 市民全体 市民全体

受益者数



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

5,717

2,867

5,228

6,747

令和２年度決算額（千円）

6,747

5,228

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

1,837 4,188

収入内訳

計（D）=B+C

2,867

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

交通安全出前講座の実施、交通安全出前講座ＤＶＤの貸出し、高齢者等運転免許証自主返納
支援事業、啓発用チラシ・反射材の配布

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

高齢者交通安全事業

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

老人クラブ等（高齢者）に

実施期間

高齢者の交通事故防止

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

交通安全出前講座を

年30回程度

令和２年度
（実施内容） 老人クラブの会合等で「交通安全出前講座」を実施した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成１３ 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

100 1,030

1,0301001,030 100

1001,040

1,8331,9681,077

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

5,717

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

100

2,050

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

1,040

1,837 4,188

_

高齢者安全運転支援装置取付補助

011番号

岐阜市交通安全計画

1,170

0 0

令和２年度決算額（千円）

0正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

バスカードチャージ

マナカカード支給

令和元年度決算額（千円）

750

0

100

0

1,030

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 高齢者 高齢者 高齢者

受益者数 2,071 1,213 188

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 1,384 4,310 35,888

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 交通安全出前講座実施回数 単位 回

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 50 50 50

実績値 45 36 10

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 高齢者の交通事故死傷者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 0 0 0

実績値 208 241 154

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ×（未達成） ×（未達成） ×（未達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 市内の幅広い団体への出前講座等を実施している。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

今後も高齢化が進む中、継続して高齢者への啓発が必要であ
る。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

高齢化の進展に伴い、高齢者が関与する交通事故は増加が見
込まれ、地域の安全のため啓発、支援が必要である。

自治体には交通安全の推進を図る義務があるため、事業を実
施する必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

地域に根ざした老人クラブ等の団体を通じた啓発、支援である。

市全域できめ細かな活動を行なうには、市が直接行う必要があ
る。（民間委託などは不適当である）

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中
高齢化が進む中、高齢者の交通事故による死傷者数も減少傾
向にあり、効果が得られている。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

255

1,782

1,832

1,716

令和２年度決算額（千円）

1,716

1,832

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

330 342

収入内訳

計（D）=B+C

1,782

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

小学生から高齢者にいたるまで、警察官による自転車教室（実技・講習）の受講者に交通安全運
転者証を交付し、自転車利用時の交通安全の意識付けを行う。
また、学校全体で自転車利用のルール・マナー向上に取り組む中・高等学校を、自転車安全利
用推進校に認定し、関係機関等と連携しながら、交通安全活動に自主的に取り組む。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

自転車安全利用啓発事業

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

小学生から高齢者までの自転車利用者

実施期間

自転車運転による交通事故防止

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

自転車安全運転者証

年間10,000人

令和２年度
（実施内容） 自転車安全運転者証を発行

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成１９ 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

104 1,071

1,4611161,452 116

1041,082

169107190

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

255

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

116

86

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

1,490

330 342

_

安全運転者証

012番号

交通安全計画

140 236

令和２年度決算額（千円）

380正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

消耗品

令和元年度決算額（千円）

390

104

40812

1,071

1212



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 小中高生等 小中高生等 小中高生等

受益者数 3,370 3,598 2,324

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 529 509 738

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 運転者証交付者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 3,000 3,000 3,000

実績値 3,370 3,598 2,324

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 交通事故死傷者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 0 0 0

実績値 245 277 178

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ×（未達成） ×（未達成） ×（未達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 幅広く全市的に各学校等への啓発を働きかけている。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

今後も、幅広く自転車安全運転の啓発に努める必要がある。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

自転車は身近な移動手段であるが、交通事故の被害者にも、加
害者にもなりうるものであり、自転車の安全運転は市民の安全
安心に資するものである。

交通安全計画の策定が義務あるなど、自治体が交通安全の意
識高揚を図る意義は大きく、その必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

警察等と連携して、自転車利用の多い小中高校への啓発を行う
ものである。

各団体と連携し、市全域できめ細かな活動を行なうには、市が
直接行う必要がある。（民間委託などは不適当である）

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中
自転車交通事故の死傷者数は減少傾向にあり、自転車の安全
利用に効果がみられる。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

0

2,763

2,886

0

令和２年度決算額（千円）

0

2,886

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

117 89

収入内訳

計（D）=B+C

2,763

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

夏休み前に交通安全に関する作品応募（ポスター・作文）を市内各小・中学校・高校に依頼し、１
０月の全国地域安全運動期間等に作品展示・表彰を行う。　また、優秀作品を活用したタオルを
配布するなどして、市民啓発にも活用する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

交通安全作品展

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

市内の小学生・中学生・高校生

実施期間

子どもたちの交通安全意識の高揚を図るため、児童・生徒にポスター・作文の募集を行う。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

安全に関する作品づくりを依頼、優秀作品を表彰

応募作品の約１割を入選、応募者全員には参加賞

令和２年度
（実施内容）

令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大を受け負担が増大した学校教職員の負担を減らすた
め、作品展は中止した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成１７ 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

63 0

01262,646 126

63655

000

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

0

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

0

0

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

2,797

117 89

_

記念品等

013番号

114 89

令和２年度決算額（千円）

1,997正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

賞状

令和元年度決算額（千円）

0

0

2,14263

649

063



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% #DIV/0!

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 作品応募者 作品応募者 作品応募者

受益者数 254 178 0（中止）

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 10,878 16,215 #VALUE!

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 応募依頼学校数 単位 校

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 74 74 74

実績値 74 74 0

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 作品応募者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 300 300 300

実績値 254 178 0

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ×（未達成） ×（未達成） ―

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

中
児童生徒をはじめとし、広く、市民の交通安全意識高揚を図るも
のである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

改善
(統
合・
縮小
含
む。)

応募者数が低く推移しているため、廃止を含め検討する。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

中

交通事故防止には意識啓発が重要である。

交通安全計画の策定が義務あるなど、自治体が交通安全の意
識高揚を図る意義は大きく、その必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

応募作品を通じて、幅広い交通安全啓発（印刷物、放送、掲示
など）に活用がされている。

民間（ＪＡ等）も同様の交通安全作品展を実施しており、完全に
競合している。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中
応募者数が低く推移しているため、十分な効果が得られていな
い。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

15

1,537

1,518

178

令和２年度決算額（千円）

178

1,518

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

269 158

収入内訳

計（D）=B+C

1,537

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

ボランティア団体による防犯活動の発表や大学教授などによる講演、継続して防犯活動を行って
いる団体や個人への感謝状の贈呈などを行う。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

安全安心岐阜市民大会

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

各地域の防犯ボランティア団体等関係者

実施期間

安全安心な社会を築くためには、行政機関のみならず、住民や各種団体等に対し、防犯、暴力団排除、犯
罪被害者支援など幅広い分野の意識啓発を続けていく必要がある。表彰を通じて、 防犯ボランティアなど
地域で防犯活動を実施する方々等の意識啓発を図る。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

3年以上活動している防犯ボランティア団体や10年以上活動実績があり、その功績が顕著な者として、地域安全ボラン
ティア団体から推薦される個人へ感謝状の贈呈、防犯に関する基調講演、他都市の団体による防犯活動発表等

年1回

令和２年度
（実施内容）

令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会を中止し、賞状を表彰者の自宅ま
で持参した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成２０ 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

0

163401,268 40

0

152192

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

15

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

5

0

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

1,360

269 158

_

講師謝礼金

014番号

岐阜市くらしの安全条例

86

80 50

令和２年度決算額（千円）

1,268正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

95
令和元年度決算額（千円）

記念品

会場使用料

令和元年度決算額（千円）

0

1631,36040

0

540



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 大会参加者 大会参加者 大会参加者

受益者数 337 284 0

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 4,561 5,345 #DIV/0!

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 安全安心岐阜市民大会参加者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 300 300 300

実績値 337 284 0

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

中
市内全体の防犯ボランティア団体、自治会、民生委員、PTAなど
幅広い団体に参加を呼び掛け、実施している。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

地域の安全のためには、市民や各種団体の防犯意識を高めて
いくことは重要であり、継続して実施が妥当である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

市民の防犯意識を高めるための事業であり、市が行うことが妥
当である。

長年にわたり防犯活動を行っている個人・団体に感謝状を贈呈
することで、防犯ボランティアなどの意識啓発につながるため、
ニーズは高い。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

防犯活動の市民との協働の中、防犯意識の高揚を図るもので
ある。

長年にわたり防犯活動を行っている個人・団体に岐阜市から感
謝状を贈呈することは、市民の防犯意識啓発につながる。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中
令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会を
中止したが、例年、多くの参加があり、防犯意識の高揚に寄与し
ている。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

1,408

2,077

2,144

4,268

令和２年度決算額（千円）

4,268

2,144

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

682 648

収入内訳

計（D）=B+C

2,077

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

街角トワイライト＝防犯灯設置費を補助

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

みんなでつくる“ホッとタウン”プロジェクト　街角トワイライト整備事業

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 団体事業補助金

公益性の認められる市民発意の地域安全活動を行う市民団体等に

実施期間

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える中、｢地域の安全は地域の手で守
る｣必要があり、公益性の認められる市民発意の地域安全活動に対し、市としても必要な支援を
行い、市民と市との協働のもと安全で安心なまちづくりを進める。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

防犯や交通安全などの地域安全活動に必要な補助金を

要綱規定及び予算の範囲内

令和２年度
（実施内容） 防犯灯34灯の設置費を助成した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成１５ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体
防犯・交通安全など市民発意の地域安全

活動を行う市民団体等

0

2,860441,395 44

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

1,408

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

88

1,408

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

1,496

682 648

_

補助金

015番号

岐阜市民みんなでつくるホッとタウンプロジェクト助成要綱
岐阜市くらしの安全条例

682 648

令和２年度決算額（千円）

1,395正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

2,8601,49644

0

8844



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 設置団体 設置団体 設置団体

受益者数 11 7 17

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 188,800 306,286 251,059

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 防犯灯補助灯数 単位 灯

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 10 10 10

実績値 12 10 34

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高
幅広く、制度の周知を図っており、地域全体の安全安心につな
がる活動を支援するものである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

地域の積極的な安全活動を支援するものであり、防犯意識の高
揚にも継続が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

中

地域の団体（自治会等）が主体的に実施するものを市が支援す
るものである。

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える
中、防犯灯補助灯数は増えてきており、市民のニーズに合って
いる。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

地域の団体（自治会等）が主体的に実施するものを市が支援す
るものである。

防犯灯が設置されることで地域の防犯環境が整い、安全で安心
なまちづくりにつながるため、費用対効果は高い。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
地域の防犯環境の整備と併せて、防犯意識の高揚にもつながり
有効である。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

令和２年度決算額（千円）

254正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

5202728

0

168

事業評価シート 0840025

0

16

2,731

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

272

746 1,252

_

補助金

016番号

岐阜市民みんなでつくるホッとタウンプロジェクト助成要綱
岐阜市くらしの安全条例

746 1,252

0

5208254 8

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

2,731

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成１５ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体
防犯・交通安全など市民発意の地域安全

活動を行う市民団体等

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

防犯上などの地域安全活動に必要な補助金を

要綱規定及び予算の範囲内

令和２年度
（実施内容） 防犯カメラ18台の設置費を助成した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

防犯カメラ設置＝防犯カメラ設置費の一部補助

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

みんなでつくる”ホッとタウン”プロジェクト「防犯カメラ設置事業」

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 団体事業補助金

公益性の認められる市民発意の地域安全活動を行う市民団体等に

実施期間

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える中、｢地域の安全は地域の手で守
る｣必要があり、公益性の認められる市民発意の地域安全活動に対し、市としても必要な支援を
行い、市民と市との協働のもと安全で安心なまちづくりを進める。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

746 1,252

収入内訳

計（D）=B+C

1,000

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

2,731

1,000

1,524

3,251

令和２年度決算額（千円）

3,251

1,524

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

中
幅広く、制度の周知を図っており、地域全体の安全安心につな
がる活動を支援するものである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

地域の積極的な安全活動を支援するものであり、犯罪発生時等
の事件解決にも防犯カメラは有用であり、今後も地域での活用
が必要。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

地域の団体（自治会等）が主体的に実施するものを市が支援す
るものである。

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える
中、防犯カメラ補助台数は増えてきており、市民のニーズは高
い。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

地域の団体（自治会等）が主体的に実施するものを市が支援す
るものである。

防犯カメラが設置されることで地域の防犯環境が整い、安全で
安心なまちづくりにつながるため、費用対効果は高い。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
地域の防犯環境の整備と併せて、防犯意識の高揚にもつながり
有効である。

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 3 3 3

実績値 6 10 18

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 333,200 762,000 650,200

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 防犯カメラ補助台数 単位 台

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 設置団体 設置団体 設置団体

受益者数 3 2 5



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

875

4,973

5,128

4,645

令和２年度決算額（千円）

4,645

5,128

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

1,296 1,184

収入内訳

計（D）=B+C

4,973

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

地域安全運動支援＝必需品給付等で支援

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

みんなでつくる”ホッとタウン”プロジェクト「地域安全運動実施事業」

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 その他

公益性の認められる市民発意の地域安全活動を行う市民団体等に

実施期間

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える中、｢地域の安全は地域の手で守
る｣必要があり、公益性の認められる市民発意の地域安全活動に対し、市としても必要な支援を
行い、市民と市との協働のもと安全で安心なまちづくりを進める。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

防犯上などの地域安全活動に必要な物品を

要綱規定及び予算の範囲内

令和２年度
（実施内容） 令和2年度は12団体に対し、地域安全運動に必要な物品の支給を行った。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成１５ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体
防犯・交通安全など市民発意の
地域安全活動を行う市民団体等

0

3,7701163,677 116

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

875

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

116

875

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

3,944

1,296 1,184

_

地域安全運動支援物品

017番号

岐阜市民みんなでつくるホッとタウンプロジェクト助成要綱
岐阜市くらしの安全条例

1,296 1,184

令和２年度決算額（千円）

3,677正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

3,7703,944116

0

116116



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 地域安全活動団体 地域安全活動団体 地域安全活動団体

受益者数 16 15 12

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 310,825 341,867 387,083

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 地域安全活動支援団体数 単位 団体

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 26 26 26

実績値 16 15 12

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 全市的に各地区の活動を支援するものである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

刑法犯の認知件数自体は減少傾向にあるが、子どもへの不審
者等の声かけ事案など、事件に至らない案件はいまだ多数あ
り、継続して地域の見守り活動等への支援が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

地域に根ざした活動への支援であり、市が支援するべきもので
ある。

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増えてき
ており、防犯上などの地域安全活動に必要な物品を支給するこ
とで、地域安全活動が活発になり、安全で安心なまちづくりにつ
ながるため、社会のニーズは高い。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

市や警察などの行政では足りない部分を地域の活動でカバー
するものの支援である。

防犯上などの地域安全活動に必要な物品を支給することで地
域の防犯環境が整い、安全で安心なまちづくりにつながるため、
費用対効果は高い。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
刑法犯の認知件数は減少傾向にあり、地域の地道な活動が有
効である。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

令和２年度決算額（千円）

0正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

26000

0

80

事業評価シート 0840025

0

8

290

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

0

0 0

_

補助金

018番号

岐阜市民みんなでつくるホッとタウンプロジェクト助成要綱
岐阜市くらしの安全条例

0 0

0

26000 0

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

290

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成１５ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体
防犯・交通安全など市民発意の
地域安全活動を行う市民団体等

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

防犯上などの地域安全活動に必要な補助金を

要綱規定及び予算の範囲内

令和２年度
（実施内容） 令和2年度は1団体に対し、補助金29万円を支給した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

ヒヤリハッと・バリアフリー＝地域の交通安全・バリアフリー化の推進

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

みんなでつくる”ホッとタウン”プロジェクト「ヒヤリハッと・バリアフリー対策事業」

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 団体事業補助金

公益性の認められる市民発意の地域安全活動を行う市民団体等に

実施期間

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える中、｢地域の安全は地域の手で守
る｣必要があり、公益性の認められる市民発意の地域安全活動に対し、市としても必要な支援を
行い、市民と市との協働のもと安全で安心なまちづくりを進める。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

0 0

収入内訳

計（D）=B+C

0

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

290

0

0

550

令和２年度決算額（千円）

550

0

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 全市的に各地区の活動を支援するものである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

概ね市内全体の地区で実施され、一定のニーズは満たしてお
り、新規実施する地区が少ないが、地域の犯罪防止や交通事
故防止に資するものであり、団体活動への支援は不可欠であ
る。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

中

地域に根ざした活動への支援であり、市が支援するべきもので
ある。

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える
中、地域の交通安全・バリアフリー化の推進することは、安全で
安心なまちづくりにつながるため、社会のニーズは高い。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

地域での積極的な活動を市が支援するものである。

地域の交通安全・バリアフリー化の推進することは、安全で安心
なまちづくりにつながるため、費用対効果は高い。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中
地域の安全意識の高揚に寄与するとともに、安全設備の改善
等の洗い出しに資することができている。

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 0 0 1

実績値 0 0 1

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） #DIV/0! #DIV/0! 550,000

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 対策実施地区 単位 地区

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） #DIV/0! #DIV/0! 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 地域安全活動を行う団体 地域安全活動を行う団体 地域安全活動を行う団体

受益者数 0 0 1



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

21

1,034

540

509

令和２年度決算額（千円）

509

540

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

20 30

収入内訳

計（D）=B+C

1,034

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

青色回転灯支援＝青色回転灯とマグネット表示板の支給

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

みんなでつくる”ホッとタウン”プロジェクト「青色回転灯防犯パトロール実施事業」

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 その他

防犯パトロールを行う団体に

実施期間

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える中、｢地域の安全は地域の手で守
る｣必要があり、公益性の認められる市民発意の地域安全活動に対し、市としても必要な支援を
行い、市民と市との協働のもと安全で安心なまちづくりを進める。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

青パト車に必要な物品を

要綱規定及び予算の範囲内

令和２年度
（実施内容） 令和2年度は1団体に対し、青色回転灯１台を支給した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成１６ 年度年度～

補助 補助の種類※ 実施主体
防犯・交通安全など市民発意の
地域安全活動を行う市民団体等

0

488151,014 32

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

21

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

15

21

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

510

20 30

_

青色回転灯等支給

019番号

岐阜市民みんなでつくるホッとタウンプロジェクト助成要綱
岐阜市くらしの安全条例

20 30

令和２年度決算額（千円）

1,014正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

48851032

0

1515



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 地域安全活動を行う団体 地域安全活動を行う団体 地域安全活動を行う団体

受益者数 1 2 1

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 1,034,400 270,000 508,500

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 青色回転灯支援団体数 単位 団体

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 8 8 8

実績値 1 2 1

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 全市的に各地区の活動を支援するものである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

刑法犯の認知件数自体は減少傾向にあるが、子どもへの不審
者等の声かけ事案など、事件に至らない案件はいまだ多数あ
り、継続して地域の見守り活動等への支援が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

地域に根ざした活動への支援であり、市が支援するべきもので
ある。

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増えてき
ており、防犯パトロール団体に青色回転灯やマグネット表示板
を支給することで、安全で安心なまちづくりにつながるため、社
会のニーズは高い。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

市や警察などの行政では足りない部分を地域の活動でカバー
するものの支援である。

防犯パトロール団体に青色回転灯やマグネット表示板を支給す
ることで、地域の防犯環境が整い、安全で安心なまちづくりにつ
ながるため、費用対効果は高い。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
刑法犯の認知件数は減少傾向にあり、地域の地道な活動が有
効である。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

7,882

6,695

12,830

9,182

令和２年度決算額（千円）

9,182

12,830

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

5,427 11,470

収入内訳

計（D）=B+C

6,695

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

防犯カメラ設置＝防犯カメラ設置費の補助
啓発物品等の支給

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

みんなでつくる”ホッとタウン”プロジェクト「暴力団排除活動実施事業」

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法 その他

公益性の認められる市民発意の暴力団排除活動を行う市民団体等に

実施期間

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える中、｢地域の安全は地域の手で守
る｣必要があり、公益性の認められる市民発意の地域安全活動に対し、市としても必要な支援を
行い、市民と市との協働のもと安全で安心なまちづくりを進める。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

防犯などの地域安全活動に必要な物品を

要綱規定及び予算の範囲内

令和２年度
（実施内容） 令和2年度は3団体に対し防犯カメラの設置費を補助し、3団体に物品を支給した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成２４ 年度年度～

その他 補助の種類※ 実施主体
防犯・交通安全など市民発意の
地域安全活動を行う市民団体等

0

1,300401,268 40

0

215140207

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

7,882

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

40

7,667

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

1,360

5,427 11,470

_

防犯カメラ設置補助

020番号

岐阜市民みんなでつくるホッとタウンプロジェクト助成要綱
岐阜市くらしの安全条例

5,220 11,330

令和２年度決算額（千円）

1,268正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

啓発物品等

令和元年度決算額（千円）

1,3001,36040

0

4040



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 地域安全活動を行う団体数 地域安全活動を行う団体数 地域安全活動を行う団体数

受益者数 2 4 3

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 3,347,500 3,207,500 3,060,667

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 申請団体数 単位 団体

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 6 6 6

実績値 2 4 3

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高
中心市街地をはじめとして、市内全体の暴力団排除機運を高め
るための支援である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

暴力団排除には市全体での機運を高めていくための啓発活動
が重要であるとともに、暴力団の活動の抑止に効果のある防犯
カメラ設置への補助が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

暴力団のない社会は市民みんなが望むものであり、地域に根ざ
した活動団体への支援は市が行うことが妥当である。

暴力団のない社会は市民みんなが望むものであり、事業のニー
ズは高い。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

地域に根ざした団体への支援であり、妥当である。

暴力団排除活動を行う市民団体等に防犯カメラ設置費の補助
や啓発物品等を支給するは、暴力団の活動の抑止となり、安全
で安心なまちづくりにつながるため、費用対効果は高い。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
柳ヶ瀬地区の暴力団事務所廃止にもつながる活動を支援して
おり、有効である。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

令和２年度決算額（千円）

1,014正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

01,08832

0

032

事業評価シート 0840025

0

0

0

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

1,088

52 9

_

消耗品

021番号

52 9

0

0321,014 32

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

0

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成２０ 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

防犯や交通安全などの地域安全活動に必要な研修を

年３回

令和２年度
（実施内容） 令和2年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため未実施。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

ホッとタウンカレッジ＝リーダー育成の研修会

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

みんなでつくる”ホッとタウン”プロジェクト「ホッとタウンカレッジ」

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

公益性の認められる市民発意の暴力団排除活動を行う市民団体等に

実施期間

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える中、｢地域の安全は地域の手で守
る｣必要があり、公益性の認められる市民発意の地域安全活動に対し、市としても必要な支援を
行い、市民と市との協働のもと安全で安心なまちづくりを進める。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

52 9

収入内訳

計（D）=B+C

1,066

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

0

1,066

1,097

0

令和２年度決算額（千円）

0

1,097

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 全市的に各地区の活動を支援するものである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

刑法犯の認知件数自体は減少傾向にあるが、子どもへの不審
者等の声かけ事案など、事件に至らない案件はいまだ多数あ
り、継続して地域の見守り活動等への支援が必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

地域に根ざした活動への支援であり、市が支援するべきもので
ある。

犯罪や交通事故など市民生活に不安を与える要因が増える
中、地域防犯ボランティアリーダーを養成することは、安全で安
心なまちづくりにつながるため、社会のニーズは高い。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

市や警察などの行政では足りない部分を地域の活動でカバー
するものの支援である。

地域防犯ボランティアリーダーを養成することは、安全で安心な
まちづくりにつながるため、費用対効果は高い。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため未
実施であるが、刑法犯の認知件数は減少傾向にあり、地域の地
道な活動が有効である。

目標値 6,000 6,000 6,000

実績値 3,645 3,438 2,785

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ○（達成） ○（達成） ○（達成）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内刑法犯認知件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 70 70 70

実績値 47 42 0

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 22,689 26,119 #DIV/0!

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 参加団体 単位 団体

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% #DIV/0!

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 受講団体 受講団体 受講団体

受益者数 47 42 0



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

209

0

1,576

1,184

令和２年度決算額（千円）

1,184

1,576

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

0 556

収入内訳

計（D）=B+C

0

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

各種啓発を行うとともに、犯罪被害にあわれた方等の負担を軽減するための一時的な生活資金
を支給する。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

犯罪被害者等支援事業

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

犯罪にあわれた方等に

実施期間

いつ、誰が被害に巻き込まれるかわからない犯罪被害に対して、その負担を軽減し、平穏な生
活を営むことができるようにする。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

支援金を

３00,000円　遺族支援金
100,000円　重傷病支援金

令和２年度
（実施内容） 重傷病支援金１０万円（１件）を犯罪被害者に支給した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

令和元 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

0

975300 0

0

109422

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

209

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

30

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

1,020

556

_

専門部会

022番号

岐阜市犯罪被害者等支援条例

109

令和２年度決算額（千円）

0正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

啓発物品

支援金

令和元年度決算額（千円）

100

9751,020

0

3030



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） #DIV/0! 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 犯罪被害者等 犯罪被害者等

受益者数 0 1

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） #DIV/0! #DIV/0! 1,184,000

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 犯罪被害者等支援金支給人数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 0 0

実績値 0 1

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 犯罪被害者等支援金支給金額 単位 千円

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 1,500

実績値 100

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ×（未達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高 岐阜市民全員を対象とした支援であり、妥当である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

犯罪にあわれた方に対し、多種多様な相談に応じて心のケアや
支援金の支給により経済的負担を軽減するとともに、平穏な生
活を営むことを支援する必要がある。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

岐阜市内での重大事件は、過去3年の平均で約14件発生してお
り、被害にあわれた方への支援金の支給は、必要である。

岐阜市犯罪被害者等支援条例において、市の責務として、関係
機関等との適切な役割分担を踏まえて、犯罪被害者等の支援
のための施策を実施しなければならないとされているため、事
業を市が担う必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

岐阜市民全員を対象とした支援であり、妥当である。

犯罪被害者の生活費や治療費等を支援するものであり、費用
対効果は高い。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

高
犯罪にあわれた方に対する支援であり、平穏な生活を取り戻す
ために必要である。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

9,994

2,109

2,660

11,040

令和２年度決算額（千円）

11,040

2,660

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

1,071 1,592

収入内訳

計（D）=B+C

2,109

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

模擬信号機を含む道路コースと自転車を配し、市民が交通ルール等を体験学習できる施設の管
理

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

交通教室管理

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

市民

実施期間

交通安全実技を通した交通ルール等の習得と交通安全意識の高揚

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

交通教室施設

主に土・日・祝日

令和２年度
（実施内容）

荒田公園交通教室は、模擬信号機の更新を実施した。
個人利用・団体利用合わせて、4,913人が利用した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

昭和５１ 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

70 721

1,046801,038 80

70728

658908115

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

9,994

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

80

450

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

1,068

1,071 1,592

_

管理業務委託

023番号

岐阜市交通安全計画

0

572 620

令和２年度決算額（千円）

317正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

0
令和元年度決算額（千円）

施設等修繕

工事請負費

令和元年度決算額（千円）

8,734

325

70

34010

721

1010



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 施設利用者 施設利用者 施設利用者

受益者数 11,397 3,656 4,913

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 185 728 2,247

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 施設利用者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 20,000 20,000 20,000

実績値 12,027 3,656 4,913

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 市内の交通事故による子どもの死傷者数 単位 人

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 0 0 0

実績値 84 105 61

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ×（未達成） ×（未達成） ×（未達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

高
地域に密着した各種団体、公園の利用者など幅広い利用者に
交通安全意識の高揚を図るものである。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

実技を通じて、交通ルールを学ぶことのできる数少ない施設で
あり、今後も継続して利用促進をすることが必要である。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

地域に密着した団体等に交通ルールを習得してもらうための施
設であり、市が管理する必要がある。

交通安全計画の策定が義務であるなど、自治体が交通安全の
意識高揚を図る意義は大きく、その必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

中

地域に密着した団体等と連携して、交通安全啓発を行うもので
ある。

運営は指定管理者（畜産センター公園）、シルバー人材センター
（荒田公園）に委託している。

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中
実地により、具体的な交通ルール等を体験することができ、交
通安全意識の高揚に有効である。



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

5

175

104

38

令和２年度決算額（千円）

38

104

00

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和元年度決算額（千円）

0

令和２年度決算額（千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成３０年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円） 令和２年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

143 70

収入内訳

計（D）=B+C

175

国庫支出金

市債

平成３０年度決算額（千円）

事業の目的

長良川を利用する市民が安心して利用してもらえるよう、川原を中心としてのぼり旗を掲げ、利
用者の安全意識向上を図る。

事 業 名

担当部名 市民生活部 担当課名

誰に
（対象者・対
象者数）

飲酒運転防止事業

防犯・交通安全課

- 2 - 0 - 0

実施方法

長良川の川原を利用するレジャー客に対し

実施期間

長良川にて、バーベキューなどで遊んだ後の飲酒運転などが後を絶たないため、川原にのぼり
旗を掲げることで飲酒運転防止について啓発する。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

「飲酒運転根絶」などののぼり旗を

4月末から年末にかけて川原にのぼり旗を掲げ飲酒運転防止について啓発する。

令和２年度
（実施内容） 啓発用のぼり旗を作製し、川原に掲示した。

平成３０年度決算額 令和元年度決算額 令和２年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

安心な暮らしにつながる防犯や交通安全などの充実 政策コード 5

平成22 年度年度～

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

0

33132 1

0

令和２年度決算額（千円）平成３０年度決算額（千円）

0

5

平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）

事業評価シート 0840025

0

1

5

令和２年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

34

143 70

_

消耗品費

024番号

143 70

令和２年度決算額（千円）

32正職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ（嘱託職員）

令和元年度決算額（千円）

令和元年度決算額（千円）

33341

0

11



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

受益者負担額（千円）

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

事業受益者 レジャー客全体 レジャー客全体 レジャー客全体

受益者数

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 のぼり旗設置数 単位 本

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 30 30 30

実績値 30 30 30

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 飲酒交通事故の第一当事者の居住地が岐阜市である者の飲酒運転違反件数 単位 件

平成３０年度 令和元年度 令和２年度

目標値 0 0 0

実績値 14 13 14

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ×（未達成） ×（未達成） ×（未達成）

　公平性
（受益者及び受益者負担は適正か）
　※【２】【６】【７】から

中
長良川の河原を利用するレジャー客に限定されるため、受益者
は限定的である。

 〔総合評価〕
（現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

飲酒運転防止について啓発することで安全運転への意識が向
上することが見込まれるため、事業は継続する。

　必要性
（①目的が市民・社会のニーズに合っているか）
 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））
　※【１】【２】から

高

飲酒運転防止について啓発することは、安全意識の向上につな
がるため、必要性がある。

自治体には交通安全の推進を図る義務があるため、事業を実
施する必要がある。

　効率性
（①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

 （広域・民間活用・市民協働））
　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

長良川の河原にのぼり旗を設置することで、河原を利用するレ
ジャー客に直接飲酒運転防止について啓発することができるた
め、効率的である。

市全体で飲酒運転撲滅の機運を高めるには、関係団体と協力
の上、市が行う必要がある。（民間委託などは不適当である）

　有効性
（期待した効果が得られたか
　又は計画した将来に効果が得られる見込か）
　※【２】【７】から

中
河原を利用するレジャー客に直接飲酒運転防止について啓発
することができるため、有効である。


